
人と自然が織りなす 心豊かな協働の村広報

復興へのご支援に心から感謝します
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主
な
内
容

● 第41 回村民文化展  ������� ２㌻
●小学校低・中学年にスポーツを �� ４㌻
●村政策提言会議が始動  ����� ８㌻
●差押え物件の公売について���� 14㌻

　11 月 10 日、たのはた児童館園児が村内の仮設住
宅を訪問し年末に向けて火災予防を呼び掛けました。
　610 日続いた無火災記録は途絶えましたが、気持
ちを新たに「火の用心」。（関連記事 10 ページ）
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　村民第
41
回

　
第
41
回
村
民
文
化
展
が
11
月
１
日
か

ら
４
日
ま
で
︑
ア
ズ
ビ
ィ
楽
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
小
中
学
生

の
絵
画
や
工
作
︑
書
道
な
ど
の
ほ
か
︑

一
般
か
ら
写
真
や
油
絵
︑
手
芸
な
ど
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
作
品
８
６
８
点

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
︒

　
田
野
畑
小
１
年
生
は
絵
画
を
展
示
︒

﹁
お
ど
っ
て
　
お
ど
っ
て
！
﹂
を
テ
ー

マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
色
や
模
様
で
描
か
れ

た
人
が
踊
る
姿
が
訪
れ
た
人
の
目
を
引

い
て
い
ま
し
た
︒

　
今
年
の
入
場
者
数
は
昨
年
と
比
較
し

て
１
０
５
人
増
の
３
７
５
人
︑
出
品
数

は
47
点
多
い
８
６
８
点
︒

　
知
人
や
友
人
︑
家
族
が
制
作
し
た
芸

術
作
品
を
見
て
楽
し
め
る
の
は
村
民
文

化
展
の
醍だ
い

醐ご

味み

︒
来
年
は
皆
さ
ん
も
作

品
の
制
作
展
示
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
︒

文化展
来年の干支や大黒様など縁起
の良い作品が並んだちぎり絵

田野畑中３年生のてん刻。「忠誠を誓
う人」をイメージした金澤久実さんの
作品㊨と外れない輪を独立させた川
畑慧人さんの作品㊧は秀作でした

特別養護老人ホームリアス倶楽部の
利用者の皆さんは手作りリースを出
品しました

書道は小学生のペン字から書道教
室の毛筆まで多数出品され入場者
の目を引きました

友
好
都
市
　
　

深
谷
市
産
業
祭
で
交
流
を
深
め
る

埼玉県

　
11
月
１
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
︑
２
日
は
晴
天
と
な
り
︑
多
く
の
買

い
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
︒

　
村
か
ら
は
︑
毎
年
出
店
し
て
い
る
村

産
業
開
発
公
社
が
乳
製
品
や
ワ
カ
メ
な

ど
の
海
藻
類
を
販
売
し
大
好
評
︒
テ
ン

ト
前
は
村
の
出
店
を
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
い
う
買
い
物
客
で
混
み
合
い

ま
し
た
︒

　
会
場
で
は
深
谷
小
学
校
の
児
童
が
村

の
震
災
復
興
の
た
め
に
募
金
活
動
を
展

開
︒
６
年
生
の
佐
藤
蓮れ
ん

く
ん
は
﹁
募
金

活
動
を
し
て
支
援
金
を
た
く
さ
ん
送
り

た
い
で
す
︒
こ
れ
か
ら
も
小
学
生
交
流

事
業
な
ど
で
友
好
を
深
め
ら
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
﹂
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
︒

　
ま
た
川
本
南
小
学
校
は
﹁
ふ
っ
か

ち
ゃ
ん
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
﹂
で
栽
培
し
た

古
代
米
を
販
売
︒
同
じ
古
代
米
は
11
月

に
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ

れ
︑
学
校
給
食
で
田
野
畑
小
学
校
︑
中

学
校
の
児
童
生
徒
に
提
供
さ
れ
︑
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　
友
好
都
市
・
埼
玉
県
深
谷
市
の
第
９
回
産
業
祭
が
11
月
１
、２
日

の
両
日
、
中
山
道
沿
線
の
商
店
街
と
駅
通
り
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
か
ら
は
村
産
業
開
発
公
社
が
特
産
品
を
販
売
し
、
テ
ン
ト
前
は

多
く
の
買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

東
京
都
・
日
の
出
町
産
業
ま
つ
り

平
井
中
卒
業
生
が
村
の
物
産
販
売

　
11
月
１
︑
２
日
の
両
日
︑
東
京
都
日

の
出
町
で
﹁
日
の
出
町
産
業
ま
つ
り
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
ま
つ
り
に
は
過

去
に
村
を
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
日
の
出

町
立
平
井
中
学
校
の
卒
業
生
や
職
員
が

﹁
田
野
畑
村
を
応
援
す
る
会
﹂
と
し
て

出
店
︒
村
か
ら
参
加
し
た
村
農
村
青
年

ク
ラ
ブ
︑
村
漁
協
青
年
部
な
ど
と
一
緒

に
野
菜
や
リ
ン
ゴ
︑
海
藻
類
︑
乳
製
品

を
販
売
し
ま
し
た
︒

　
ま
つ
り
に
参
加
し
た
村
農
村
青
年
ク

ラ
ブ
の
田
野
畑
昭あ
き

宏ひ
ろ

さ
ん
は
﹁
震
災
を

機
に
復
活
し
た
交
流
活
動
が
今
年
で
４

回
目
を
迎
え
ま
し
た
︒
継
続
し
た
支
援

活
動
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
︒
昼

食
に
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
手
作
り
の

絆
弁
当
が
と
て
も
心
に
響
き
ま
し
た
﹂

と
感
謝
の
気
持
ち
を
語
り
ま
し
た
︒

多くの支援者の協力により出店。手作り絆弁当（右下）に感動

深谷小学校児童が村の震災復興のため募金活動を展開。背
中にメッセージ（左上）を背負い募金を呼び掛けてくれました

公社は友好都市が並ぶブースで物産販売。毎年来店するという常連客で賑わいました

深谷市議さんとふっかちゃんが
イベントを盛り上げました

深谷市の郷土料理「煮ぼうとう」
には長い行列ができました

川本南小はふっかちゃん田んぼ
アートの古代米を販売

生産量日本一のネギ産地らしい
「深谷ねぎ皮むき選手権」

田野畑小１年生の絵画「おどって、おどって！」は楽しい学校生活を連想させる色鮮やかな作品ばかりでした
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本
サ
ッ
カ
ー
協
会
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ

競
技
団
体
が
選
手
育
成
の
う
え
で
注

目
し
て
い
る
の
が
８
歳
以
下
の﹁
プ
レ
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
﹂︑
10
歳
以
下
の

﹁
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
﹂
と
い
わ
れ
る

年
代
が
持
つ
特
有
の
能
力
で
す
︒

　
例
え
ば
一
輪
車
に
乗
る
よ
う
な
︑
大

人
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な
か
な
か
う
ま

く
覚
え
ら
れ
な
い
動
作
も
︑
こ
の
年
代

は
あ
っ
と
い
う
間
に
覚
え
︑
し
か
も
身

に
付
く
と
な
か
な
か
失
わ
れ
な
い
と
い

う
特
性
が
あ
り
ま
す
︒

　
こ
の
年
代
︑
特
に
も
﹁
ゴ
ー
ル
デ
ン

エ
イ
ジ
﹂は
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
︑

そ
の
競
技
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
技
術
や

そ
の
技
術
を
発
揮
す
る
能
力
の
獲
得
に

最
適
な
時
期
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
︒

一生に一度の
　ゴールデンエイジを最大限に生かすために…

　
平
成
22
年
４
月
の
小
学
校
の
統
合
か

ら
４
年
半
が
過
ぎ
︑
そ
れ
ま
で
６
学
区

に
分
か
れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
︒

特
に
バ
ス
通
学
の
開
始
は
︑
そ
れ
ま
で

多
く
の
児
童
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
し
て

い
た
放
課
後
の
過
ご
し
方
を
大
き
く
変

え
ま
し
た
︒
ま
た
時
代
の
流
れ
の
中

で
︑
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
︑
家
庭
環
境
︑

教
育
環
境
が
変
化
し
︑
ス
ポ
ー
ツ
を
さ

せ
ら
れ
な
い
家
庭
な
ど
も
増
え
て
い
ま

す
︒

　
11
月
現
在
︑
田
野
畑
小
学
校
︵
大
芦

教の
り

子こ

校
長
︑児
童
１
５
０
人
︶で
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
所
属
し
て
い
る
児
童
は
60

人
︑
割
合
で
は
40
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
︒

男
女
別
の
割
合
を
見
る
と
︑
男
子
は
︑

在
校
生
71
人
の
う
ち
31
人
︑
43
・
７
パ
ー

セ
ン
ト
︒
女
子
は
在
校
生
79
人
の
う
ち

29
人
︑
36
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
と
４
割
を

切
っ
て
い
ま
す
︒

　
村
で
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
小
学
生
が

減
っ
て
い
る
一
方
︑
公
益
財
団
法
人
日

　田野畑小学校の児童を対象としたスポーツ少年団は軟式野球、バレーボール、
男子・女子ミニバスケットボールの３競技が活動しています。
　６つの小学校の統合を経て、スポーツ少年団も１競技１チームにまとまり、
勝利に向けてチーム作りを進めている一方、すべての団体のコーチや保護者か
ら部員不足の悩みの声が聞かれます。
　小学生がスポーツに取り組むことの有効性、またスポーツを頑張っている小
学生などを４ページにわたり紹介します

田
小
の
ス
ポ
少
加
入
率
は
４
割

８
歳
以
下
は
緊
張
か
ら
の
開
放

10
歳
以
下
特
有
の
能
力
に
注
目

　
８
歳
以
下
の
﹁
プ
レ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン

エ
イ
ジ
﹂
は
﹁
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
﹂

に
向
け
て
の
準
備
期
間
で
す
︒
小
学
生

に
な
り
学
校
を
中
心
と
し
た
新
し
い
生

活
が
始
ま
り
ま
す
︒
比
較
的
自
由
に
動

け
た
保
育
園
や
児
童
館
に
比
べ
小
学
校

生
活
は
決
ま
り
が
多
く
︑
子
ど
も
に

と
っ
て
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま

す
︒
こ
の
ス
ト
レ
ス
を
ス
ポ
ー
ツ
で
体

を
動
か
す
こ
と
で
発
散
さ
せ
︑
緊
張
か

ら
開
放
さ
せ
る
こ
と
で
こ
の
年
代
は
心

身
共
に
安
定
し
た
時
期
と
な
り
ま
す
︒

　
ま
た
︑
身
体
的
に
こ
の
時
期
は
体
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
︑
神
経
系
が
発
達
し

て
く
る
の
で
︑
投
げ
る
︑
打
つ
︑
走
る
︑

跳
ぶ
︑
蹴
る
と
い
っ
た
基
本
動
作
の
獲

得
に
適
し
て
い
ま
す
︒

成
功
も
失
敗
も
大
切
な
経
験
に

　
自
ら
の
意
志
で
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
を

や
り
た
い
と
望
み
始
め
る
の
が
10
歳
以

下
の
世
代
で
す
︒

　
小
学
生
６
年
間
の
中
で
一
番
自
信
を

持
ち
︑
積
極
的
に
自
分
と
い
う
も
の
を

前
面
に
出
す
時
期
で
す
︒
一
方
で
︑
閉

鎖
的
で
排
他
的
な
小
グ
ル
ー
プ
を
形
成

す
る
傾
向
に
も
あ
り
ま
す
︒
仲
間
と
の

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
責
任
︑
協
調
︑

創
造
︑
忍
耐
な
ど
を
学
び
︑
仲
間
の
中

で
も
ま
れ
る
こ
と
で
自
分
で
課
題
を
克

服
し
解
決
す
る
能
力
を
身
に
付
け
て
い

く
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
ま
す
︒

　
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
成
功
と

失
敗
の
両
方
を
体
験
し
な
が
ら
子
ど
も

の
心
は
鍛
え
ら
れ
強
く
な
っ
て
い
き
ま

す
︒
失
敗
体
験
ば
か
り
で
は
常
に
無
力

感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
︑
成
功
体
験
ば

か
り
で
は
︑
失
敗
し
た
と
き
の
ダ
メ
ー

ジ
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
︒
成
功
と
失
敗
の
経
験
が
人
生
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
に
立
ち
は
だ
か
る
課
題

を
う
ま
く
乗
り
越
え
︑
成
し
遂
げ
る
自

信
に
つ
な
が
り
ま
す
︒

　
身
体
的
に
は
︑
練
習
や
競
技
で
の
集

中
力
が
高
ま
り
︑
運
動
学
習
能
力
が
向

上
し
︑
大
人
で
も
難
し
い
難
易
度
の
高

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
を
有
効
に

い
動
作
も
即
座
に
覚
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
︒
こ
の
年
代
だ
け
が
﹁
ゴ
ー
ル
デ

ン
エ
イ
ジ
﹂
と
呼
ば
れ
︑
世
界
中
ど
こ

で
も
︑
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
も
非
常

に
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　﹁
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
﹂
を
無
駄
に

し
な
い
た
め
最
優
先
す
る
こ
と
は
︑
多

様
な
技
術
と
競
技
に
合
っ
た
体
の
使
い

方
を
多
く
の
反
復
練
習
で
身
に
付
け
る

こ
と
︑
そ
れ
を
ゲ
ー
ム
の
中
で
生
か
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
す
︒

　
そ
の
こ
と
か
ら
︑
学
校
の
体
育
や
休

み
時
間
の
運
動
だ
け
で
な
く
︑
子
ど
も

が
や
り
た
い
ス
ポ
ー
ツ
を
専
門
で
や
ら

せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
︒

　
可
能
性
の
宝
庫
で
あ
る
子
ど
も
が
伸

び
伸
び
と
成
長
す
る
き
っ
か
け
を
逃
さ

な
い
た
め
に
も
︑
子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
望
む
な
ら
︑
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
が
親
の
努
め
で
あ
り
﹁
ゴ
ー

ル
デ
ン
エ
イ
ジ
﹂
を
有
効
に
生
か
す
大

切
な
要
素
と
な
り
ま
す
︒

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
︑
子
ど
も
た
ち
が

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
環
境
を
用
意

し
て
い
る
村
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を

紹
介
し
ま
す
︒

参
考
文
献
…
公
益
財
団
法
人
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
発
行
「
Ｊ
Ｆ
Ａ
（
Ｕ

－

８
／
Ｕ

－

10
）
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

小学校低･中学年からスポーツを

休み時間に校庭で走り回る児童

ラダーなど基本動作の繰り返しが重要

多くの児童が一輪車を乗りこなす

校内マラソン大会１、２年生女子のスタート。授業の合間のマラソン練習で鍛えた脚力を保護者らの前で披露しました
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　 兼田 千
ゆき

乃
の

キャプテン　コメント
　友達と一生懸命練習して大会で勝つことが目標です。普段
の練習からみんなで笑いあったり、大会や練習試合にみんな
でお喋りしながら行ったり、泊まったりするのが楽しいです

（笑）一緒にバレーボールを楽しみましょう！

　 兼田 聡
はじめ

コーチ　コメント
　仲間づくりとスポーツを楽しむことを重点に活動していま
す。１、２年生の入部も大歓迎です。低学年用の練習メニュー
もあるので、興味のある子はぜひチャレンジしてください！

川畑 颯
そ

羽
う４年男子４年女子

佐藤 愛
まな

華
か

（ミニバス） （ミニバス）
11 分 49 秒　新 10 分 48 秒

川畑 凰
こう

弥
や１年男子１年女子

川畑 夏
なつ

妃
き

６分 03 秒 ５分 51 秒　新

熊谷 哲
てっ

平
ぺい５年男子５年女子

熊谷 藍
あい

楓
か

（ミニバス） （軟式野球）
13 分 19 秒 11 分 40 秒　新

２年女子
遠藤 壮

しょう

真
ま２年男子

大澤 典
のり

佳
か

（ミニバス）
５分 19 秒　新 ５分 30 秒　新

工藤 博
ひろ

世
せ６年男子６年女子

中村 海
み

希
き

（軟式野球）（バレーボール）
13 分 03 秒 11 分 48 秒

有谷 拓
ひろ

翔
と３年男子３年女子

佐藤 まつり
（ミニバス） （軟式野球）

11 分 31 秒　新 11 分 45 秒　新

　

11
月
７
日
︑
田
野
畑
小
学
校
校
内
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　
レ
ー
ス
は
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス

タ
ー
ト
地
点
に
菅
窪
方
面
に
１
・
２
年
生

は
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︑
３
・
４
年
生
は

約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︑
５
・
６
年
生
は
約

３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
往
復
し
︑
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
︒

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
沿
道
に
は
た
く
さ
ん

の
保
護
者
や
地
域
の
人
が
応
援
に
駆
け

付
け
︑
選
手
を
温
か
い
声
援
で
後
押
し

し
︑
参
加
者
全
員
が
完
走
し
ま
し
た
︒

　
６
年
女
子
で
優
勝
し
た
中
村
海み

希き

さ

ん
は﹁
小
学
生
最
後
の
大
会
で
練
習
以
上

に
良
い
走
り
が
で
き
た
の
で
嬉
し
か
っ

た
で
す
﹂
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た

　
各
学
年
の
優
勝
者
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
所
属
し
て
い
る
児
童
が
多
数
を
占

め
︑
体
力
づ
く
り
に
は
運
動
習
慣
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
結
果
と
な

り
ま
し
た
︒

※上段から学年、名前、所属スポ少、記録　「新」マークは新記録

沿道から温かい応援が送られた

村のスポーツ少年団を紹介

田野畑スピリッツＢＢＣ
　　　　　　（軟式野球）

田野畑ＶＢＣ
（バレーボール）

田野畑ライオンズ男子
（ミニバスケットボール）

田
野
畑
ラ
イ
オ
ン
ズ
〈
女
子
〉

（
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

田
野
畑
ラ
イ
オ
ン
ズ
〈
男
子
〉

（
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　  部員数
学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
人数 ０人 ２人 ３人 ４人 ２人 ６人 17 人

　  部員数
学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
人数 ０人 ０人 ３人 ２人 ３人 ４人 12 人

　 小松山 大
だい

輔
すけ

くん　コメント
　低学年でも基本のキャッチボールやバッティングを練習す
れば上手くなり、試合での活躍も夢じゃありません。基礎か
らしっかり練習するので、野球をやってみたい人は一緒にや
りましょう。入部待ってます！

　 熊谷 宗
むね

矩
のり

コーチ　コメント
　女子も入部するなど、運動が苦手な子でもさまざまな役割
があるので楽しめるのが野球の魅力。テレビゲームでは得ら
れない感動を一緒に体験するため、白球に夢をかけましょう！

　 菊地 颯
ふう

真
ま

キャプテン　コメント
　バスケはシュートが決まるとうれしいし、とても格好良い
スポーツです。公式試合に出るには選手が 10 人必要です。来
年度は今のままでは 10 人を割りそうなので、バスケに興味に
ある人は、ぜひ一緒にプレーしましょう！

　 牧原 亨
とおる

コーチ　コメント
　充実したコーチ陣のもと、基本から練習するので、初心者
でも安心して取り組めます。声を掛け合い楽しくプレーする
のがモットーです。一緒に県大会目指してプレーしましょう！

　  部員数
学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
人数 ０人 ２人 ２人 ２人 ２人 ７人 15 人

　 大澤 叶
きょう

佳
か

キャプテン　コメント
　県大会出場を目指して、体力づくりやドリブル、パス、シュー
トなどの基礎練習に取り組んでいます。低学年から練習すれ
ばどんどんうまくなるので、入部を考えている人はぜひ入部
してください！チームみんなで大歓迎しちゃいます！

　 大澤 健
たけし

コーチ　コメント
　楽しく元気で笑顔が絶えないチームを目指して練習してい
ます。安定した選手確保が強いチームづくりには不可欠です。
バスケに興味のある人は気軽に練習に遊びに来てください。

　  部員数
学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
人数 ０人 １人 ４人 ４人 ７人 ０人 16 人

小
学
校
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

  

優
勝
者
は
ス
ポ
少
所
属
児
童
が
多
数

岩
手
県
中
学
校
新
人
大
会

田
野
畑
中
は
沼
宮
内
中（
岩
手
地
区
）に
惜
敗

　
平
成
26
年
度
岩
手
県
中
学
校
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
女
子
の
部
が
11
月
15
︑
16
日
の
両
日
︑
盛
岡
市
の
渋

民
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　
宮
古
・
下
閉
伊
地
区
を
３
位
通
過
し
た
田
野
畑
中
学

校
は
︑
岩
手
地
区
１
位
の
沼
宮
内
中
学
校
と
対
戦
︒
引

き
離
さ
れ
て
も
追
い
つ
く
粘
り
の
バ
レ
ー
で
相
手
を
追

い
詰
め
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
︑
惜
し
く
も
セ
ッ
ト

カ
ウ
ン
ト
０
対
２
で
初
戦
突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

◆
１
回
戦

　
田
野
畑
　
０

－

２

　

沼
宮
内

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

卓
球
男
子
・
個
人
戦

　
県
中
学
校
新
人
卓
球
大
会
男
子
個
人
戦
が
11
月
16

日
︑
宮
古
市
の
宮
古
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
︑
田

野
畑
中
学
校
の
中
島
光ひ
か
る輝
さ
ん
は
１
年
生
な
が
ら
も
奮

闘
し
ま
し
た
が
︑惜
し
く
も
一
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
︒

◆
１
回
戦

　
中
島
光
輝︵
田
野
畑
︶　
０

－

３
　
小
野
寺
恵
佑︵
花
泉
︶

少ない部員数でも県で勝負できることを証明

「プレ・ゴールデンエイジ」、「ゴールデンエイジ」の能力を伸ばすスポーツ少年団を紹介。
興味のある人は、まずは体験入部から練習に参加してみてはいかがでしょうか。

女子もがんばってます
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有識者や公募により委嘱された委員が人口減少問題で熱心に議論しました

区分 職・氏名

有識者

岩手県立大学
　副学長　齋藤 俊明
早稲田大学
　教授　早田　宰
岩手大学
　教授　廣田 純一
沿岸広域振興局
　副局長　桐田 教男

自治会長 西和野自治会
　会長　畠山 勝美

産業振興の長
役員又は職員

田野畑村森林組合
　組合長　大澤 敏隆

公募による人
畠山 吉郎
早野 一弘
熊谷 友吉

村長が指名する人 熊谷 勝支
副村長 菊地 昭夫
教育長 袰岩 敏雄

11月12日委嘱　任期：平成28年３月31日
区分 職・氏名

村長が指名する人
上山 明美
似内 　誠
竹下 敦子

（敬称略）

村
政
策
提
言
諮
問
会
議
が
始
動

 
村
民
の
意
見
・
提
言
を
村
政
に
反
映

　
村
は
︑
村
政
の
政
策
過
程
を
村
民
と

共
有
し
︑
村
民
の
参
画
に
よ
る
村
民
主

体
の
村
政
運
営
を
展
開
す
る
こ
と
を
目

的
に
︑
１
月
に
村
政
策
提
言
諮
問
会
議

設
置
規
則
を
定
め
︑
村
政
課
題
の
整
理

や
委
員
の
選
定
な
ど
諮
問
会
議
の
設
置

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
︑こ
の
度
︑

第
一
回
目
の
諮
問
会
議
が
の
開
催
さ
れ

ま
し
た
︒

　
当
日
は
10
人
の
委
員
が
出
席
︒
開
会

に
あ
た
り
石
原
弘
村
長
は
﹁
さ
ま
ざ
ま

な
村
政
課
題
を
解
決
す
る
に
は
︑
役
場

が
昨
年
の
予
算
に
赤
鉛
筆
で
加
筆
す
る

程
度
で
は
成
し
得
ま
せ
ん
︒
皆
さ
ん
か

ら
は
行
政
が
誰
の
た
め
に
何
を
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
提
言
を
い
た
だ
き
た

　
石
原
弘
村
長
の
主
要
公
約
で
あ
る
「
村
民
主
役
の
政
策
決
定
」
を
実
現
す

る
た
め
「
田
野
畑
村
政
策
提
言
諮
問
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
11
月
６
日
、
第

一
回
会
議
が
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
で
委
員
10
人
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
中
か
ら
委
員
長
に
岩
手
県
立
大
学
齋
藤
俊と
し

明あ
き

副
学
長
、
副
委
員
長

に
菊
地
昭あ
き

夫お

副
村
長
が
選
任
さ
れ
、
村
政
課
題
の
解
決
に
向
け
た
検
討
が
始

ま
り
ま
し
た
。

有
識
者
を
中
心
に
諮
問
委
員

が
村
政
課
題
で
議
論
提
言

い
﹂
と
挨
拶
し
ま
し
た
︒

　　
会
議
で
は
︑
村
か
ら
審
議
テ
ー
マ
を

諮
問
会
議
に
提
示
し
︑
会
議
委
員
が
審

議
の
う
え
政
策
提
言
を
取
り
ま
と
め
︑

村
に
提
言
し
ま
す
︒
村
は
提
言
を
踏
ま

え
て
事
業
を
実
施
し
︑
そ
の
取
組
状
況

に
つ
い
て
随
時
諮
問
会
議
に
報
告
す
る

流
れ
で
事
業
展
開
さ
れ
ま
す
︒
ま
た
必

要
に
応
じ
て
産
業
振
興
や
教
育
・
福
祉

な
ど
特
定
の
分
野
の
専
門
部
会
も
設
置

予
定
で
す
︒

田野畑村政策提言諮問会議委員
 ６月12日委嘱　任期：平成28年３月31日　

初
回
の
諮
問
会
議
は
﹁
人
口
減
少
対

「
人
口
減
少
対
策
」を
テ
ー
マ

に
議
論
し
村
の
現
状
を
把
握

策
﹂
を
テ
ー
マ
に
議
論
︒
委
員
か
ら
は

他
地
域
の
先
進
事
例
の
紹
介
や
村
出
身

の
若
者
が
村
外
で
就
職
す
る
理
由
は
村

内
に
魅
力
的
な
職
場
が
な
い
か
ら
だ
と

す
る
意
見
が
出
さ
れ
る
中
︑
沿
岸
広
域

振
興
局
の
桐
田
副
局
長
は
﹁
震
災
後
︑

復
興
道
路
の
整
備
が
進
み
︑
今
後
は
村

で
生
活
し
な
が
ら
村
外
へ
の
通
勤
が
可

能
に
な
る
︒
こ
の
急
速
な
環
境
の
変
化

に
ど
う
対
応
で
き
る
か
が
村
の
人
口
減

少
対
策
を
進
め
る
の
に
重
要
と
な
る
﹂

と
意
見
︒
ま
た
早
野
一か
ず
ひ
ろ弘
委
員
か
ら
は

村
出
身
で
都
会
で
就
職
し
た
人
が
定
年

退
職
を
機
に
村
に
回
帰
し
た
事
例
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
︒

　
次
回
諮
問
会
議
は
年
内
に
開
催
予

定
︒
今
回
の
議
論
を
元
に
具
体
的
な
政

策
の
提
言
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
︒

■除雪しない（通行止め）路線と区間
路線名 区間など

村道和野平井賀線 大澤宏さん宅付近～村道釜谷ノ沢線交差点

　　明戸北山線
明戸～村道机西線交差点
北山集落終点部空き家前～普代村境

　　久春内線 村道明戸北山線交差点～県道交差点（全線）
　　白坂線 切牛簡易水道浄水場～猿山（県道）
　　切牛線 漁協倉庫～菅原神社
　　田代線 田代の沢砂防ダム～田代年々峠（岩泉町境）
　　萩牛線 村道沼袋田代線交差点～村道田代萩牛線交差点（全線）
　　長内沢線 下閉伊生コン～上流
　　高森線 長嶺線～テレビ塔（全線）
　　北山港線 県道～北山漁港（全線）
　　大平線 舗装終点～佐々木仁さん宅
　　松前沢線 村道鉄山線交差点～農免農道浜岩泉線交差点
　　釜谷ノ沢線 旧県道（全線）
　　和野線 三上哲雄さん宅～三上昭雄さん宅
　　田野畑明戸線 ビニールハウス棟群末端部～坂下達男さん宅
　　島越浜岩泉線 村道鉄山線交差点～村道浜岩泉北線交差点
　　沼袋三沢線 佐々木安吉さん宅～三沢峠（岩泉町境）
　　大芦北線 国道45号交差点～農免農道浜岩泉線（全線）
　　切牛真木沢線 切牛～真木沢（砂利道区間）
　　真木沢港線 切牛真木沢線～真木沢漁港（全線）
農免農道浜岩泉線 浜岩泉専用水道配水池～和山吉治さん宅

　
冬
を
迎
え
︑
降
雪
に
よ
る
道
路
の
除
雪

作
業
が
本
格
化
し
ま
す
︒
ま
た
︑
冬
期
間

利
用
の
少
な
い
路
線
な
ど
の
除
雪
を
見
送

り
︑
積
雪
時
か
ら
３
月
下
旬
ま
で
通
行
止

め
と
し
ま
す︵
左
表
︶︒

　
次
の
こ
と
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
︒

①�

深
夜
や
早
朝
の
作
業
に
理
解
を
お
願
い

し
ま
す

②�

各
家
庭
の
玄
関
前
の
除
雪
に
協
力
く
だ

さ
い

③�

道
路
へ
の
雪
出
し
は
危
険
な
の
で
や
め

て
く
だ
さ
い

④�

路
上
駐
車
は
除
雪
の
妨
げ
に
な
る
の
で

や
め
て
く
だ
さ
い

⑤�

路
面
状
況
に
十
分
注
意
し
て
走
行
し
て

く
だ
さ
い

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
…
建
設
第
一
課
︵
☎
34

－

２
１
１
３
　
内
線
45
︶︑
岩
泉
土
木

セ
ン
タ
ー
︵
☎
22

－

３
１
１
６
︶︑
三

陸
国
道
事
務
所
久
慈
維
持
出
張
所
︵
☎

０
１
９
４

－

53

－

２
７
９
０
︶

税
金
滞
納
者
か
ら

     

差
し
押
さ
え
た
財
産
を「
公
売
」

　
村
は
︑
税
金
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ

え
た
財
産
︵
不
動
産
︶
を
公
売
し
ま
す
︒

　
入
札
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
︒

当
日
持
参
す
る
も
の
な
ど
詳
し
い
内
容

は
︑
事
前
に
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
︒

◆
入
札
日
時
…
12
月
９
日
㈫
午
後
１
時
～

◆
場
所
…
役
場
第
1
会
議
室

◆
公
売
物
件
と
見
積
価
額
…
別
表
の
と

　
お
り

　
※
正
式
な
見
積
最
低
価
格
は
役
場
前

公
告
板
に
告
示
し
て
い
ま
す

◆
そ
の
他
…
公
売
物
件
な
ど
の
詳
細
は
︑

　
税
務
会
計
課
に
備
え
付
け
て
あ
る

　﹁
公
売
広
報
﹂を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
︒

　
ま
た
公
売
を
中
止
す
る
場
合
も
あ
り

　
ま
す
の
で
︑
公
売
実
施
の
有
無
は
税

　
務
会
計
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

　
い

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
…
税
務
会
計
課
︵
☎

34

－

２
１
１
２
内
線
32
︶

■別表
売却
区分 所在 地積 見積価額

（参考）

１ 田野畑村沼袋地内の雑種地 約1,400㎡ 約66万円

２ 田野畑村沼袋地内の雑種地 約600㎡ 約28万円

３ 田野畑村沼袋地内の山林５筆 約47,000㎡ 約89万円

４ 田野畑村奥地向地内の雑種地、山林５筆
（一部地上権設定あり） 約40,000㎡ 約150万円

５ 田野畑村大森地内の雑種地、原野３筆 約760㎡ 約6万円

６ 田野畑村大森地内の山林７筆
（一部地上権設定あり） 約65,000㎡ 約75万円

７ 田野畑村田代地内の山林、公衆用道路３筆
（地上権設定あり） 約154,000㎡ 約87万円

冬
期
間
通
行
止
め

　
　
　
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
村
が
国
税
徴
収
法
な
ど
の
法
令
に
基
づ
き
、

滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
売
却
す

る
手
続
き
で
す
。

　

庁
舎
前
の
公
告
板
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
た

後
、
指
定
の
公
売
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

　

参
加
者
が
入
札
書
に
金
額
な
ど
を
記
入
し

て
入
札
し
、
高
値
の
落
札
者
に
公
売
財
産
を

売
却
し
ま
す
。
売
却
代
金
は
滞
納
者
の
税
金

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

村
は
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
県

地
方
税
特
別
滞
納
整
理
機
構
と
連
携
し
な
が

ら
公
売
を
含
め
た
滞
納
処
分
を
強
化
し
、
村

税
滞
納
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
公
売
」と
は
…

提
言
を
村
が
事
業
化
し
、取

り
組
み
状
況
を
会
議
に
報
告
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　11月５日、㈱陸中たのはたや村漁業協同
組合などが共同で進める６次産業化を推進
する研修会が山海ろばたハウスで開催され、
漁協婦人部や村産業開発公社などが参加し
て熱い議論が交わされました。
　講師を務めた（公財）いわて産業振興セン
ター望月明

あき

人
ひと

農商工連携アドバイザーは
「売り出す産品を絞り、集中してブランド
化をすすめ、一点突破できる田野畑らしい
尖った商品を３商品くらい売り込む集中化
戦略で６次産業化をすすめてほしい」とア
ドバイスしました。

６次産業化のプロジェクト始動

さまざまな団体が連携して６次産業化について理解を深めました

　11 月 10 日、宮古消防田野畑分署は秋季
火災予防運動に合わせて、村女性消防協力
隊の畠山エリカさんを１日分署長に任命し、
田野畑児童館（中里民

たみ

子
こ

館長、園児 50 人）
の児童と一緒に仮設住宅を巡回し火災予防
を呼び掛けました。
　児童から手作りのプレゼントを受け取っ
た高校仮設住宅で暮らす三浦睦

むつ

子
こ

さん（74）
は「もう少しで公営住宅へ引っ越しなので
仮設住宅で火事を出さないよう気をつけま
す」と子どもたちに火災予防を誓いました。

仮設住宅で火の用心を呼び掛け

はんてん姿の児童が村内３カ所の仮設団地を訪問し、火災予防を呼び掛けました

JR 東日本・三陸鉄道共同開催「駅からハイキング」  

　　  沢渓流・晩秋の里山ウォーキング

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
学
生
な
ど
と
協
力
し
て
︑
各
地
の
駅

な
ど
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
う
旅
行
企
画
﹁
駅
か
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
﹂
が
11
月
３
日
︑
甲
地
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
︒

　
今
回
の
企
画
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
三
陸

鉄
道
の
共
同
開
催
で
︑
地
元
か
ら
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
体
験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
協
力
︒
関
東
や
近
県
か
ら
38

人
の
旅
行
客
が
参
加
し
ま
し
た
︒

　
三
陸
鉄
道
田
野
畑
駅
に
集
合
し
た
一

行
は
バ
ス
で
甲
地
の
三
沢
渓
流
上
流
部

ま
で
移
動
し
︑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
ス

タ
ー
ト
︒
コ
ー
ス
は
甲
地
公
民
館
ま

で
の
約
４
キ
ロ
の
緩
い
下
り
坂
で
︑

道
路
沿
い
に
三
沢
渓
流
が
流
れ
︑
民

家
が
点
在
す
る
里
山
コ
ー
ス
︒
道
中

は
山
か
ら
の
湧
き
水
も
多
く
見
ら
れ
︑

参
加
者
は
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
︒

三
沢
渓
流
を
38
人
が
歩
い
た

住
民
の
営
み
も
観
光
資
源
に

　
川
の
様
子
が
渓
流
か
ら
普
代
川
に

変
わ
る
滝
野
神
社
の
Ｙ
字
路
付
近
が

中
間
点
︒道
路
沿
い
に
民
家
も
増
え
︑

住
民
が
軒
下
に
干
し
た
ダ
イ
コ
ン
や

柿
の
あ
る
風
景
を
参
加
者
は
興
味
深

そ
う
に
眺
め
な
が
ら
ゴ
ー
ル
の
甲
地

公
民
館
を
目
指
し
ま
す
︒

　
朱
色
の
欄
干
が
印
象
的
な
細
沢
橋

の
南
に
は
︑
畦け
い
は
ん畔
に
石
垣
が
組
ま
れ

て
い
る
水
田
が
広
が
り
ま
す
︒
稲
刈

り
を
終
え
た
田
ん
ぼ
は
寂
し
さ
が
漂

い
ま
す
が
そ
れ
も
魅
力
と
し
て
参
加

者
の
目
に
は
映
っ
た
よ
う
で
す
︒

細沢橋の南に広がる田んぼ。畦
けいはん

畔に石垣が組まれる里山の風景

三沢渓流沿いは豊かな自然と人が作った牧草地が融合する優しい風景

　
ゴ
ー
ル
の
甲
地
公
民
館
で
は
︑
地

元
の
人
が
作
っ
た
ま
つ
た
け
入
り
の

八
杯
汁
と
た
の
は
た
牛
乳
が
参
加
者

に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
︒

住
民
が
八
杯
汁
で
お
も
て
な
し八杯汁の準備に忙しい甲地地区のお母さん

　
八
戸
市
か
ら
参
加
し
た
日ひ

向な
た

豪つ
よ

史し

さ
ん
は
﹁
初
め
て
歩
い
た
コ
ー
ス
で

し
た
が
空
気
が
き
れ
い
で
気
持
ち
良

か
っ
た
で
す
︒
渓
流
に
注
ぐ
湧
き
水

の
勢
い
が
強
く
印
象
的
で
し
た
︒
八

杯
汁
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
﹂
と
一

緒
に
参
加
し
た
仲
間
の
皆
さ
ん
と
笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
︒

八杯汁に大満足の日向さん

道路沿いにひっ
そりある滝野神
社。歩かないと見
られない風景に
価値を見いだし
ました

干し柿などの
日常の風景が
里山の風景と
して観光資源
になります

アンコール曲「上を向いて歩こう」では観客も一緒に手拍子で盛り上がりました

　宝くじ文化公演「伍
ご

代
だい

夏
なつ

子
こ

・大泉逸
いつ

郎
ろう

コ
ンサート」が11月９日、アズビィ体育館で
開催されました。伍代さんはヒット曲の

「忍ぶ雨」などを10曲を熱唱、大泉さんはミ
リオンセラーの「孫」とそのアンサーソング

「孫も大きくなりました」など11曲を歌い上
げ、約600人の観衆を魅了しました。
　なお、宝くじ文化公演は宝くじの収益金
から助成を受け開催しました。宝くじは
買った人が夢を持ち、その収益金は皆さん
の日常生活で役立つよう使われています。

宝くじ公演で伍代夏子さんら熱唱

三
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●知 いろいろなお知らせ

●募 参加者などを募集中

　村民バスを一般競争入札によ
り売り払います。
◆入札物件
　①車名：三菱
　②形状：キャブオーバー
　③排気量：4.89ｋｗ

　④定員：29人
　⑤年式：平成11年12月
　⑥車検：平成26年12月21日
◆入札方法�入札希望者は12月
　10日㈬までに政策推進課に連
　絡して「売払仕様書」を受領し
　てください
◆問い合わせ先�政策推進課　
　（☎34-2111 内線61）

●知 村民バスを売り払います

火　災
（10月21日～11月20日）

火 災 の【今月】　１件
発生件数【今年】　１件
無火災の連続記録

（11月20日現在） ９日

人口と世帯
11月１日現在 (　) は前月比

 人口　 3,695人（+ 0） 
　男　  1,838人（+ 3） 
　女　  1,857人（- 3） 
世帯  1,439世帯（+ 1）

出稼ぎ者の健康診断を実施

　村は、出稼ぎ者を対象とした
健康診断を実施します。
◆期日�12月26日㈮
◆ 受付時間�午前11時～11時30

分（厳守してください）
◆場所�村診療所
◆ 対象�出稼ぎ手帳所持者
◆ 負 担 額 �4,890円（受 診 料
13,810円のうち8,920円を助成）

◆ 申込期限…12月24日㈬
　　　　　　午後５時30分
◆ 申し込み・問い合わせ先�生

活環境課（☎34-2114 内線25）

●知

クリアファイルを村民に配布

　

　村復興祈念祭実行委員会では、
東京世田谷南ロータリークラブ

（田中則行会長、会員 92 人）か
ら支援を受けて、復興祈念のク
リアファイルを作成しました。
　本村出身で同クラブの久慈英
朗復興支援委員長が「村民の皆
さんが元気になってもらえるな
らうれしい」と支援を申し出て
くれました。クリアファイルは
Ａ４版両面カラー印刷で 4,000

枚作製。村内の小中学生と全世
帯などに配布されます。
◆問い合わせ先�復興対策課
　（☎ 34-2111 内線 67）

●知

　幼児期の教育や保育、地域の
子育て支援の充実を目指す「子
ども・子育て支援新制度」が平
成27年４月から全国で一斉に始
まります。
　保育園や幼稚園、認定こども
園などの施設がある市町村では、
子どもがいる家庭の「保育の必
要性」の状況を認定し、３つの
区分に分けて利用できる施設が
決められます。
　村にある保育施設のうち、た
のはた児童館は上記制度に該当
しないことから、利用にあたり
今までどおり認定を受ける必要
はありません。
　一方、若桐保育園を利用する
場合は、村に利用申し込みと「保
育の必要性」の認定を申請し、村
に認定される必要があります。
なお、すでに入園している児童
についても、４月以降継続して
入園を希望する場合は、改めて
入園申込書などの提出が必要に
なります。
　平成 27 年度の申し込み手続
きは、平成 27 年１月ごろを予
定しています。詳細が決まり次
第、広報などでお知らせします。
◆問い合わせ先�生活環境課　
　（☎ 34-2114 内線 22）

●知 保育園入園は認定が必要に

　県では、がけ崩れや土石流が
発生する恐れのある箇所の基礎
調査を行い、結果を住民の皆さ
んに説明し、危険な箇所は、市
町村の意見を聞いたうえで土砂
災害警戒区域と土砂災害特別警
戒区域に指定しています。
　県と村は10月に大芦地区と猿
山地区の危険箇所について、住
民や地権者を対象にした説明会
を開催し、基礎調査の結果から
想定される危険箇所や警戒区域
指定の目的、指定区域にかかる
制約などを説明しました。
　現在、両地区の危険箇所の警
戒区域指定について、県から意
見を求められていますが、村は
住民の皆さんの生命を守るため
に、住民や地権者の意見を参考
にし、指定に向けた事務を進め
たいと考えています。
　関係地権者の人には個別に文
書を送りますので、指定につい
ての意見などがありましたら、
担当課まで連絡をお願いします。
◆意見提出期限�12月19日㈮
◆問い合わせ先�総務課（☎34-

　2111 内線66）

●知 大芦・猿山の危険区域について

平成26年度12月以降の村営工事の入札執行予定

№ 工事名 場所 期間 種別 工事概要 入札予定
1 旧羅賀小学校解体工事 羅　賀地

内 80日間 解体工事 鉄筋コンクリート２階建て延べ面積709.99㎡ 12月
2 平井賀漁港地区水産飲雑用水施設(田野畑浄水系)連絡管布設工事 田野畑地内

他 180日間 水道施設工事 ポンプ場新設 1 式、管布設工 L=750m 12月
3 23 災第 663 号平井賀漁港海岸施設復旧工事 平井賀地

内 650日間 土木工事 防潮堤 L=385m 12月
4 平井賀地区集落排水施設羅賀浄化槽脱臭設備工事 羅　賀地

内 120日間 管工事 脱臭装置、電気設備 12月
5 島越漁港地区水産飲雑用水施設(切牛浄水系)第３水源導水管工事 切　牛地

内 120日間 水道施設工事 導水管 L=780m 12月
6 平井賀地区集落排水施設平井賀浄水槽整備工事 羅　賀地

内 150日間 土木工事 浄化槽、機械器具、電気設備、建築 12月
7 村道北山崎線道路改良その２工事 北　山地

内 120日間 土木工事 施工延長 L=230m 12月
8 村道明戸北山線道路改良その２工事 北　山地

内 120日間 土木工事 施工延長 L=600m 12月
9 平井賀漁港地区漁業集落道整備上川原線道路改良工事 上川原地

内  90日間 土木工事 施工延長 L=165m 12月

10 平井賀漁港地区漁業集落道整備平井賀港線 ( 法面工 ) 工事 平井賀地
内 120日間 土木工事 施工延長 L=250m、防護網 A=1,970㎡、防護柵

L=66m、排水施設 N=1 式、ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁 N=1 式 12月

11 島越地区コミュニティセンター建設工事 島　越地
内 120日間 建築工事 鉄骨平屋建て床面積 A ＝ 394.9㎡ 12月

12 島越駅前広場整備事業（その３）工事 松前沢地
内 120日間 土木工事 駅前広場Ａ＝ 1.25ha 12月

13 黒沢山（拓洋台）団地集会所新築工事 羅　賀地
内  90日間 建築工事 木造平屋建て床面積 A ＝ 199.36㎡ 1月

14 村道長嶺線道路改良その２工事 池　名地
内 90日間 土木工事 施工延長 L=700 ｍ 1月

15 平井賀漁港地区土地利用高度化再編整備県道岩泉平井賀普代線工事 羅　賀地
内 90日間 土木工事 L=530m 1月

16 平井賀漁港地区水産飲雑用水施設(田野畑浄水系)田野畑浄水場更新工事 田野畑地
内 90日間 水道施設工事 緩速ろ過から急速ろ過へ更新（施設能力 550㎥ / 日） 1月

17 村道立神線道路改良工事 松前沢地
内 60日間 土木工事 L=250m 1月

18 島越地区集落排水施設松前沢浄化槽整備工事 松前沢地
内  90日間 土木工事 浄化槽、機械器具、電気設備、建築 1月

19 平井賀漁港（羅賀地区）環境整備工事 羅　賀地
内 180日間 土木工事 親水護岸工　N=1 式他 1月

20 平井賀漁港地区漁業集落道整備海鳴台線 ( 橋梁上部工 ) 工事 和　野地
内 60日間 土木工事 橋梁 N=1 橋 ( 橋梁上部工 ) 2月

21 島越漁港地区水産飲雑用水施設 ( 切牛浄水系 ) 水源増設工事 切　牛地
内 30日間 水道施設工事 取水施設増強工事、取水堰、取水ポンプ増設 3月

22 平井賀地区集落排水施設海鳴台浄化槽整備工事 和　野地
内 30日間 土木工事 浄化槽、機械器具、電気設備、建築 3月

23 島越線道路改良舗装工事 島　越地
内 30日間 土木工事 施工延長 L=448m 3月

24 村道川向線道路改良工事 川　向地
内 30日間 土木工事 Ｌ＝ 310m 3月

25 村道島越浜岩泉線道路改良工事 大須賀地
内 30日間 土木工事 Ｌ＝ 680m 3月

　平成26年度村営建設工事の入札執行予定を告示しました。入札および契約方法は指名競争入札です（ただし、№
３と14は指名または公募型競争入札）。詳しいことは、建設第二課（☎34-2113　内線46）に問い合わせてください。

平成 27 年  田野畑村新年交賀会 にご参加を
　村新年交賀会実行委員会では、新春にあたり新年交賀会を開
催します。
◆日時�平成 27 年１月 10 日㈯　正午～午後２時
◆会場�ホテル羅賀荘
◆参加料�男性 3,000 円　女性 2,000 円
◆歌謡ショー�小田代直子さん（宮古市出身の民謡歌手）
◆その他�当日は無料バスを運行します
◆申し込み期限�12月15日㈪
◆申し込み方法�各行政区で回覧されるチラシをご覧ください
◆問い合わせ先�総務課（☎ 34-2111　内線 10）

　㈱陸中たのはたでは、北山崎
断崖クルーズ観光船の初日の出
号を運航します。
◆運航日�平成 27 年１月１日
　～３日
◆出航時間�１日は午前６時30

　分と午前10時
　２日と３日は午前10時
◆料金�大人1,460円
　　　　小人　730円
◆問い合わせ先�ホテル羅賀荘
　（☎33-2611）

●知 観光船初日の出号を運航

「塩分」を学ぶ料理教室開催

　生活習慣病の予防や健康寿命
を延ばすには食事の塩分を控え
ることが大切。食生活改善推進
員さんと一緒に料理を作り健康
な食生活について学びましょう。
◆日時�12月16日㈫ 午前10時
　～午後１時
◆場所�保健センター
◆ 対象�村に住んでいる人
◆ 申込期限�12月９日㈫
◆参加料�無料
◆持参するもの�エプロン、三 

　角巾
◆ 申し込み・問い合わせ先�保

健福祉課（☎33-3102 内線53）

「おやこ食育教室」を開催

　肥満や生活習慣病を予防する
ためには栄養バランスを考えて
食事をする習慣を子どもの時か
ら身に付けることが大切です。
親子で食生活改善推進員さんと
一緒に料理を作り食育について
学びましょう。
◆日時�12月25日㈭ 午前10時
　～午後１時
◆場所�保健センター
◆ 対象�年長児・小学生の親
◆ 申込期限�12月18日㈭
◆参加料�無料
◆持参するもの�エプロン、三
　角巾
◆ 申し込み・問い合わせ先�保
　健福祉課（☎33-3102 内線 53）

年末年始の労働災害に注意
岩手労働局では 12月１日から平成
27年１月31日 ま で の ２ カ 月 間「 い
わて年末年始無災害運動」を展開中。
寒さや雪による冬季特有災害を防止
しましょう。

みんなで
参加しよう

●募 ●募
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　今月は宝くじ文化公演会の出
演者から頂いたサイン色紙をプ
レゼント。どちらの色紙がほし
いかをはがきに書いて役場政策
推 進 課 (12月17日まで)にご応募
ください。
　抽選で各２名様に当たります。

★ほしいサイン色紙ＡまたはＢの
　どちらかを選んでください　
　Ａ）伍代夏子さ

ん　   Ｂ）大泉逸郎さ
ん

■先月の広報プレゼント当選者
ミネハハさんサイン色紙
　上山明美さん（田野畑）
　佐藤幸子さん（子木屋敷）

Ａｊｏさんサイン色紙
　佐々木みどりさん（菅窪）
　佐々木澄風さん（尾肝要）

臼澤みさきさんサイン色紙
　中村幸枝さん（浜岩泉）
　鍬形タヨさん（田野畑）

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（11月14日現在）

寄付金総額 3597万4760円
594件（村内119件、県内154件、県外321件）

取り崩し額 　　 359万0000円　　
基金残額

( 運用益を含む） 3242万8938円
「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ

をご覧いただくか、総務課（☎34-2111内線15）までご連絡ください。

役立ちカレンダー　　　　期間：12月２日㈫～１月３日㈯

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

12月
２日 ㈫

特設人権相談所 役場第一会議室 10:00 ～ 15:00 生活環境課（内
線69）

乳・子宮がん検診 アズビィホール ９:30 ～ 10:30 保健福祉課
（☎33-3102内線55）

３日 ㈬ アズビィ健康スポーツ教室
「バトミントン教室」

アズビィ体育館
（３日、10日、17日開催） 20:00 ～ 21:00 教育委員会

５日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「フットサル教室」

アズビィ体育館
（５日、12日、19日開催） 19:00 ～ 21:00 教育委員会

７日 ㈰ 第 45 回歳末たすけあい演芸会 アズビィホール 1000 ～ 12:00 村社会福祉協議
会（☎33－3025）

８日 ㈪ アズビィ健康スポーツ教室
「卓球・ソフトバレー教室」

アズビィ体育館
（８日、15 日開催） 20:00 ～ 21:00 教育委員会

13日 ㈯ 診療所休診

14日 ㈰ 第 47 回衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査 村内 20 投票所 ７:00 ～ 18:00 選挙管理委員会

（内線90）

17日 ㈬ 幼児健診 健診センター 13:00 ～ 15:30 保健福祉課
（☎33-3102内線54）

18日 ㈭ あすからのくらし相談会 保健センター 13:00 ～ 15:00 保健福祉課
（☎33-3102内線50）

25日 ㈭
介護保険料７期、後期高齢者医療保険料６期納期限 生活環境課（内線21）
固定資産税３期・国民健康保険税７期納期限 税務会計課（内線32）

26日 ㈮ 出稼ぎ者健康診断 国保田野畑村診療所 11:00 ～ 11:30 生活環境課（内線25）

１月
１日

      ～  
３日

㈭

～

㈯

北山崎断崖クルーズ観光船初
日の出号 観光船発着所（島越）

１日
１便 ６:30 ～
２便 10:00 ～ ホテル羅賀荘

（☎33-2611）
２日､３日
１便 10:00 ～

役場☎34-2111 ／ 教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健福祉課☎33-3102

はまなす号巡回カレンダー
◆はまぎくコース（机・北山方面）
月　日 場　　所 時　間

12月17日��㈬
グループホームつくえ付近 9:40 ～ 10:00
北山地区総合センター 10:10 ～ 10:25

◆たんぽぽコース（真木沢・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間

12月17日��㈬
佐藤進氏宅付近 11:05 ～ 11:20
望洋館 11:30 ～ 11:45

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

12月18日��㈭

産直プラザ尾肝要 9:45 ～ 10:00
山栄会リアス倶楽部付近 10:10 ～ 10:30
甲地公民館 10:40 ～ 11:00
沼袋郵便局 11:10 ～ 11:30

◆問い合わせ先�教育委員会（☎34-2226）
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■村診療所での接種者数（11月17日現在）

区分 接種済 対象者 割合

幼　児 37人 150人 24.7％

小学生 42人 150人 28.0％

中学生 5人 103人 4.9％

高校生 21人 118人 17.8％

一　般 153人 1,889人 8.1％

65歳以上 334人 1,267人 26.4％

計 592人 3,677人 16.1％

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

おめでた　　 おくやみ
〔平成26年10月届け出分〕

（一部敬称略）

●健やかに　～誕生～
　小野　隼太郎（しゅんたろう） くん
　　　　　　順市・洋美　　菅　窪

　下田　結梨（ゆいり）ちゃん
　　　　　　康・さやか　　島　越

♥末永く　～結婚～
　山口　喜雪　島　越 ♥島　越　山﨑　芳美　島　越

■安らかに　～お悔やみ～
　相　模　ミ　エ（85）　田　代
　畠　山　厚　子（60）　田野畑
　下　村　義　光（66）　島　越
　工　藤　キ　ト（89）　島　越
　鈴　木　ヒテヨ（84）　島　越
　佐　藤　幸太郎（78）　巣　合
　熊　谷　フヂノ（85）　七　滝
　佐々木　武　一（86）　島　越
　熊　谷　五　平（83）　猿　山

田野畑村長のほか、岩手県
町村会副会長、一般社団法
人岩手県治山林道協会長、
岩手県海区調整委員会委員
などを歴任されました

広報プレゼント
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平
成

26年
12月

１
日

№
573

小野寺　葵
あおい

ちゃん（１歳 11 カ月）
優さん・直子さん＝西和野＝

お母さんからのひとこと

176

レニー・キニオ・パシオさん
（29）＝北山＝

　外で遊ぶことと、お絵描きが大好きな
葵ちゃん。人見知りせず、みんなに手を
振って挨拶できる元気な子です。
　心身共に健康で、穏やかに育ってね。

★お仕事は？
　 　北山の佐々木仁志さんの農場で農業実習生として

ニンジンやダイコン、キャベツなど路地野菜の勉強
をしています。

★出身はどちらですか？
　　フィリピンの北部、ルソン島にあるベンケット州
　の出身です。田野畑村での実習期間は今年の８月か
　ら来年４月までの予定です。　　
★ご家族はいますか？
　　フィリピンに妻と４歳と３歳の女の子が待ってい
　ます。実習を終えたらフィリピンで家族とキュウリ
　やトマト、豆の栽培をする予定です。
★最後に田野畑村はどうですか？
　　景色がとてもきれい。特に海がきれいですね。フィ
　リピンの海とは雰囲気が違います。
　　休日に海釣りに行きますが、大きな魚も釣れるの
　でとても気に入っています。フィリピンの家は海か
　ら遠く、海には行けないので田野畑村の海を満喫し
　たいと思います。

　
過
日
、
在
京
の
知
り
合
い
が
村
を
訪
ね
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
彼
か
ら
興
味
深
い
話
を
聞
い

た
の
で
、
村
民
の
皆
様
に
も
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

彼
の
知
人
は
、
東
京
大
学
医
学
部
を
経
て
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
公
衆
衛
生
大
学
院
を
修
了
し

「
つ
な
が
り
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
❶
「
つ
な
が
り
」
が
少

な
い
と
死
亡
率
が
２
倍
❷
お
見
舞
い
に
き
て
く

れ
る
人
の
数
で
余
命
が
変
わ
る
❸
孤
独
は
喫
煙

よ
り
身
体
に
悪
い
❹
作
り
笑
い
で
も
、
寿
命
は

２
年
延
び
る
❺
同
僚
が
あ
な
た
の
寿
命
を
左
右

す
る
ー
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
つ
な
が
り
」
と
は
、
平
た
く
言
え
ば
、
人

と
の
出
会
い
、
人
間
関
係
の
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
人
は
温
か
い
心
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
癒
さ

れ
、
笑
顔
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

疎
遠
に
な
っ
て
い
て
も
時
折
連
絡
を
く
れ
る

中
学
校
時
代
の
同
級
生
、
ふ
る
さ
と
会
な
ど
で

知
り
合
っ
た
方
、
東
日
本
大
震
災
で
温
か
い
心

の
支
援
を
頂
い
た
方
々
と
の
交
流
な
ど
、
多
様

な
「
つ
な
が
り
」
が
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め

に
極
め
て
大
切
な
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

石
原
弘　
の

　
　

村
長
コ
ラ
ム
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